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立憲野党と市民連合しずおかとの 

意見交換会開催される 
 

２０２０年９月２７日静岡労働会館において、「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連

合しずおか」の呼びかけにより立憲野党の代表者が参加し、来る衆議院選挙において野党統一候補を

目指す方向性を探る意見交換会が開催されました。 

参加した立憲野党の代表参加者は 

  立憲民主党 源馬健太郎、福村隆、太田慎平、杉山淳 

  国民民主党 田中健、高橋みほ、(当日は所用で２名とも欠席) 

  日本共産党 山村糸子        

 社会民主党 橋本勝六、大河内俊雄 

  れいわ新鮮組 大池幸男        

緑の党グリーンズジャパン 松谷清 

  新社会党 仁杉秀夫 

 

次期衆議院選挙も近い日程で施行される情勢の中であり、各党から野党統一候補の在り方について

方向性が話されました。特に、安倍自公政権が 7年 8ヵ月継続され憲法を無視する新安保法制等が強

行された。安倍自公政権に対峙する政治の転換を求め、政権交代を目指す立場から各野党が結集する

中で野党統一候補の実現を求めるものでした。 

 しかし、静岡県内８区ある候補者調整は、全国的な調整が求められる中、静岡県内だけでの調整は

困難であり、政党間の中央で早急な結論が必要であるとして、早急な野党統一候補決定を求め、野党

の結集力を高めていくことを確認しました。 

 

第２部「市民政治の育て方」講演会  

講師 佐々木寛氏（新潟国際情報大学教授） 

 

 2015.9.17 新安保法制が強行採決されたことから

「市民連合＠にいがた」が７０団体で発足した。2016

年参議院選挙新潟選挙区の闘いにおいて「野党は共

闘」のスローガンのもと「森ゆう子」氏を野党統一

候補として闘い、自民候補に 2279 票差で勝利した。

この闘いには選対という言葉は使わず「連絡調整会

議」とし、連合新潟も参加した。また、同年新潟県

知事選挙で原発再稼働阻止を争点にして「米山隆一」

氏を勝利させた。この時の選対の名称は「新しいリ
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ーダーを誕生させる会」として野党統一候補として闘った。2017年衆議院解散総選挙では、新潟県内

6 区ある選挙区の全部で野党統一が確定し、6 選挙区中４つの選挙区で野党統一候補の勝利が実現し

た。 

保守色の強い土地柄であるが、いかに自分達の陣営に取り入れるか重要であると結んだ。 

  （文責 橋本勝六） 

 

 

 

 

☆清水地域勤労協 

写真パネル展「長崎の原爆」を開催 

 ９月２３日（水）～２９日（火）はーとぴあ１階展示ギャラリー

で写真パネル展「長崎の原爆」を開催しました。今回の展示にあた

り、写真パネル４１枚を『長崎原爆資料館』よりお借りしました。 

太平洋戦争末期の１９４５年（昭和２０年）８月９日午前１１時

２分に、アメリカ軍が日本の長崎県長崎市に対して原子爆弾「ファ

ットマン」を投下、当時の長崎市の人口２４万人（推定）のうち約

7万 4千人が死亡、建物の約３６%が全焼または全半壊しました。 

この時、使われた原子爆弾「ファットマン」は火薬換算で 22,000t

相当の規模にのぼり、広島に投下された「リトルボーイ」の 1.5倍

の威力でした。写真パネルは、想像を絶する被害の様子を映し出し

ています。 

広島と長崎の原爆被爆者を使って、東京帝国大学が戦後 2

年以上に渡り日本国憲法施行後も、あらゆる人体実験が実施

されたことがＮＨＫの調査で報道されましたが、すでに戦後

７５年がたち、被爆者は高齢化、被爆者本人からの体験を聞

く機会は確実に減っています。 

一方で、原爆投下の是非はもちろん、一般人への永続的な

影響については、現在に至るまで議論が続いています。また、

昨年１１月に、ローマ教皇フランシスコ 1 世が長崎を訪れ、

核兵器の廃絶を訴えたことは記憶に新しいところです。 

『激しい雨の中での式典で、教皇ははっきりと核兵器の使

用を非難しました。「この場所は、わたしたち人間が過ちを

犯しうる存在であるということを、悲しみと恐れとともに意

識させてくれます」と述べ、「国際的な平和と安定は、相互破壊への不安や、壊滅の脅威を土台とし

た、どんな企てとも相いれないものです」と語った。」（2019.11.25 BBC NEWS・JAPAN 引用）ローマ

教皇の言葉は世界に強いメッセージを投げかけました。 

（通信員 佐野明子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地区活動報告 
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☆掛川市勤労協 

手縫い雑巾を寄付しました 

 

９月７日、会員らが手縫いした雑巾を、市内

の特別養護老人ホーム『かけがわ苑』と『くに

やす苑』に確５０枚ずつ贈りました。掛川市勤

労協では、社会貢献活動の一環として２０１１

年から家庭で使わなくなったタオルなどを手

縫い雑巾にして贈り続けています。この日は堀

内会長はじめ役員（鈴木、大脇、大井）の４人

が施設を訪ね、雑巾を手渡しました。 

 今年は感染症の影響で頻繁な消毒が必要と

なり、清掃など雑巾の使用量も増えているとの

ことです。 

 

 

 

 

 

 

（掛川市勤労協・ 

新聞記事など） 

 

☆袋井市勤労協 

第１２回平和写真展開催 

「戦後７５年 今 平和にとって大切なことは何か？」 

  
市民の皆さんと「非核平和都市宣言」を考える取組みとし

て、「袋井勤協・第１２回平和写真展」を 8 月 24 日から 28

日の間、市役所内市民ギャラリーで開催しました。 
「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真」（広島平和記念資料館よ

り借用）及び「第 2次大戦の真実」の写真パネルを掲出し、

原爆投下後の惨状や被爆者・戦争体験者の声も含めて戦争

の恐ろしさ、平和の大

切さを訴えました。 

メインは「戦後 75

年今平和にとって大

切なこと、必要なことは何ですか。」を来場者に問いかけ、ク

スノキの葉っぱに見立てた「平和の葉(リーフ)」に記入して頂

き、「長崎被爆クスノキ 2世（写真）」の周りに貼りました。 

 

 平和の葉で囲まれた「被爆クスノキ２世」 

 
消えた街並み（中央奥連続写真） 

被爆前後を対比できる広島・ 長崎の写真 
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原田袋井市長の『核兵器のない世界

を。日本は核兵器禁止条約に参加すべ

きです。』を始めとして、『国と国とが

互いに認め合う心が大事。』、『平和を

受け継ぐ責任を持とう。』、『戦争する

な、戦争はいやだ！』、『憲法 9 条の精

神を壊さないこと。』等 50枚のメッセ

ージが寄せられました。 

 被爆クスノキ 2世は、平成 22年「非

核平和都市宣言」制定時に記念事業と

して、浅羽地区メロープラザに植樹さ

れたものです。現在 4～5ｍに成長したクスノキ

の逞しさにならって恒久平和への思いを新たに

しました。 

 

（左上:静岡新聞  左下:中日新聞 

       ２０２０年８月２６日掲載） 

 

 

（通信員 袋井勤協 太田）  

         

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


